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伊
勢
の
和
紙
人
形
作
家

前
期
／
令
和
６
年

１１
月
３０
日　

〜
１２
月
１５
日
　
会
場
／
お
か
げ
横
丁 「
旧
お
か
げ
座
」

              

１０
時
〜
１７
時 

入
場
無
料

会
場
／
お
か
げ
横
丁 「
大
黒
ホ
ー
ル
」

              

１０
時
〜
１７
時 

入
場
無
料

後
期
／
令
和
７
年

２
月
中
頃
〜
３
月
中
頃
予
定

師
で
あ
り
和
紙
人
形
作
家
の
中
西
京
子
氏
は
、
和
紙
人
形
作
品
集
『
紙
神
』
で
阿
部
さ
ん
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
阿
部
さ
ん
が
伊
勢
に
住
み
、
伊
勢
神
宮
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
り
神
と
人
形
に
向
き
合
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、こ
れ
ら
の
人
形
が
生
ま
れ
た
の
で
す
」

本
「
遺
作
展
」
で
は
、
和
紙
人
形
集
『
和
紙
夢
現
』
の
掲
載
作
品
を
中
心
に
４
０
数
点
余
り
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

一
体
一
体
に
情
熱
を
注
ぎ
込
ん
だ
作
品
の
数
々
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

【
阿
部
夫
美
子 

作
品
集
】

和
紙
の
お
雛
さ
ま

「
母
が『
あ
な
た
は
三
月
三
日
の
朝
に
生
ま
れ
た
、

特
別
な
女
の
子
だ
か
ら
ね
』
と
、
嬉
し
そ
う
に

雛
祭
り
の
仕
度
を
し
て
い
ま
し
た
。

桃
色
の
デ
ン
プ
や
黄
色
の
錦
糸
卵
な
ど
、
色
と
り

ど
り
の
散
ら
し
寿
司
が
並
び
、
千
代
紙
で
作
っ
た

紙
雛
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
、
私
は
和
紙
を
素
材
と
し
た
人
形
創
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
原
点
は
こ
の
思
い
出
に
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
」

阿
部
夫
美
子(

あ
べ
ふ
み
こ)

伊
勢
市
生
ま
れ
、
昭
和
５
０
年（
１
９

７
５
）、
中
西
京
子
氏
に
師
事
し
、
創

作
を
開
始
。お
か
げ
横
丁「
神
話
の
館
」

に「
倭
姫
命
」を
制
作
。
そ
の
ほ
か
、

「
遷
御
の
儀
」（
皇
學
館
大
学
神
道
博
物

館
）」、「
お
か
げ
参
り
」（
二
見
賓
日
館
）、

斎
王
群
行
（
鳥
羽
市
・
戸
田
家
）な
ど

の
ジ
オ
ラ
マ
作
品
を
制
作
。
以
降
、
日

本
の
神
々
、
伊
勢
ゆ
か
り
の
歴
史
や

文
化
に
ち
な
ん
だ
作
品
な
ど
を
精
力

的
に
創
作
、発
表
す
る
。
令
和
６
年

４
月
没
。

展
示
の
内
容

【
前
期
】

い
に
し
え
の
神
々
／

天
照
大
御
神
、
月
読
命
、 

猿
田
彦
命
、

倭
姫
命
ほ
か

女
性
像
と
し
て
作
る
仏
さ
ま
／

普
賢
菩
薩
、
救
世
観
音
菩
薩
、弥
勒

菩
薩 

ほ
か

い
に
し
え
か
ら
伊
勢
に
刻
は
流
れ
る
／

卑
弥
呼 

、荒
木
田
守
武
、松
尾
芭
蕉
、

慶
光
院
清
順
上
人
ほ
か

伊
勢
で
栄
え
た
古
市
歌
舞
伎
／

伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
、
勧
進
帳
ほ
か

ロ
マ
ン
の
香
り
／

白
い
ド
レ
ス
、セ
レ
ナ
ー
デ
、タ
ン
ゴ
ほ
か

【
後
期
】

和
紙
の
お
雛
さ
ま
／

五
十
鈴
川
、夫
婦
岩
、
神
話
雛
、
七
福

神(

雛
の
客)

、百
歳
雛
ほ
か

花冠　　　　　　

五
十
鈴
川
、
夫
婦
岩
、
神
話
雛
、

七
福
神（
雛
の
客
）、百
歳
雛
ほ
か

神話雛

七福神 ( 雛の客 )

十五人段飾り

花地蔵

チャイナ雛

富貴花

春うらら
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『
和
紙
夢
現
』（
令
和
２
年
）　
阿
部
夫
美
子

『
日
本
神
話
の
世
界
』（
平
成
２
８
年
）　
サ
ラ
企
画

『
紙
神
』（
平
成
２
８
年
）（
株
）マ
ス
タ
ー
ワ
ー
ク
ス

『
和
紙
夢
幻
』（
平
成
１
７
年
）
夫
美
の
会

和
紙
夢
現

「
和
紙
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、無
限
の
夢
を

現
し
た
人
形
た
ち
・
・
・

私
の
中
で
は『
人
形
信
仰
』の
よ
う
で
し
た
」

「
倭
姫
命
」阿
部
夫
美
子
作

阿
部
夫
美
子 

遺
作
展



「めぐりあわせの不思議に手を合わせよう」
坂村真民の詩で私が好きな言葉です。

「
自
分
の
た
め
に
人
形
を
つ
く
る
の
が
私
の
ス
タ

ン
ス
で
あ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
創
作
は
と
て
も

自
由
で
す
。

ス
ト
レ
ス
も
苦
労
も
な
く
、
心
を
解
放
さ
せ
て
く

れ
る
至
福
の
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
々
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

こ
の
人
形
作
り
が
私
の
心
の
根
源
に
あ
る
か
ら
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
」

い
に
し
え
の
神
々

大国主命・少彦名命　

「
私
が
三
十
二
、三
歳
の
こ
ろ
、
夢
を
見
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
多
く
の
本
を
読
み
、そ
の
時
、初
め
て

「
輪
廻
転
生
」
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。

生
き
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、

比
較
的
に
若
い
時
に『
死
生
観
』
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
」

松尾芭蕉　　 西行法師　

天
照
大
御
神
、
天
照
大
御
神（
荒
御
魂
）、 月
読
命
、 猿
田
彦
命
、
倭
姫
命
、
倭
健
命
、
大
国
主
命
・
小
名
彦
名
命
ほ
か     

天照大御神

天照大御神（荒御魂）

倭健命

月読命

猿田彦命

勧進帳　　　　　　　

普賢菩薩

弥勒菩薩 女
性
像
と
し
て
作
る
仏
さ
ま
普
賢
菩
薩
、
救
世
観
音
菩
薩
、弥
勒
菩
薩 

ほ
か

い
に
し
え
か
ら
伊
勢
に
刻
は
流
れ
る
　卑
弥
呼 

、松
尾
芭
蕉
、慶
光
院
清
順
上
人
ほ
か

伊
勢
で
栄
え
た
古
市
歌
舞
伎
　伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
、勧
進
帳
ほ
か　

ロ
マ
ン
の
香
り
白
い
ド
レ
ス
、セ
レ
ナ
ー
デ
、タ
ン
ゴ
ほ
か

伊勢音頭恋寝刃

ジオラマ 宇治橋渡始式　

白いドレス

卑弥呼救世観音菩薩

タンゴ　セレナーデ

り
ん
　ね
　
て
ん
し
ょ
う

慶
光
院
清
順
上
人


